

































































そして TOEIC、そして STEP 英検。ここに「中・高」と書いてあるのが、文科省が出して
いる「中学校卒業する時が 3 級程度、高校卒業する時には準 2 級～2 級程度になろうね」と
いうものが、CEFR ではだいたいどのレベルに当たるのかということを示しています。本
学では小学校 6 年生で、一番下にあります Pre-A1 に当たる Starters を実施しております。
だいたい語彙数は見出し語で 500 語程度で、現在形のみを使っており、テーマは身近なこ
とです。「どこに住んでるの？」とか「朝は何を食べるの？」とか、そんな風な感じです。










こちら（資料）が CEFR を土台として作成した Can-do リストです。本来の Can-do には
A1 からしかありませんでした。そうしますと、英検 3 級くらいでとても小学生には太刀打
ちできないことから、もうひとつ前の Pre-A1 というところも手を入れました。Pre-A1 レ
ベルですが、ケンブリッジ英検でも 1 個しかなく、「小学校で習った英語が読める・書ける」








話を中心とした Conversation Time、そして単語を中心とした Word Time、文型を中心と
した Practice Time、そして Phonics Time というように、四つのセクションから成り立っ
ています。たとえば、「迷子になった時に助けを求められる」というテーマの Conversation 









これがリスニングのテスト例です。（資料）  Listen and tick the box  と書いてあります。
なぜ check って言わないのかというとケンブリッジ英検を意識しているからです。ケンブ
リッジ英検では、tick the box って言うんですね。ケンブリッジ英検の時だけ tick と言われ
ると子どもたちがかわいそうかなと思って、日頃でも tick the box って言うようにしていま
す。たとえば、 Which pets does Mr. Smith have?   と言った時に、私とネイティブスピー
カーで、たとえば、 What s wrong, Mr. Smith?   /  Oh, I can t find my pet.  /  What does he 
look like?   /  It has a tail. It s black and white.   /  What is it?  /   It s a   ということで、
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が必ずあって、その下に Read and write the answer in the sentence.  となっています。
ここでのポイントは I want a ___. / She wants a ___.  ですので、  What does Miss Tanabe 
want?  というのに対して、 She wants a pet. It has wings. It can fly. It doesn t swim. It 
sings well.   というヒントを読み、その下のヒントボックスから 単語を選んで答えの文
を完成するという内容です。では、その実際に書いているシーンをご覧ください。（動画）






ここのところを指さして  What s does he look like? といったら、  He is tall and thin.  と
いうように、ポイントの文がその文脈で使えるかを確認するものですが、 What does he 
look like?  はなかなか難しかったようです。あと、この 2 番では、カードを伏せて、 I want 
a lizard. What pets do you want?  と子どもたちに聞いたら、子どもたちはここで、 I want 
a puppy. とか I want a bird.  とか、この部分は子どもが自由に自分たちの意見を言えるよ
うにしています。一方、たいていの子どもは puppy とだけ言います。ということは、コミ
ュニケーションとしては出来ているので、その場合 5 点満点中 3 点になります。でも全文













と捉えておりますので、Talking Sheet という既習事項を、簡単な One Sentence ごとの
Q&A タイプにして、15 個くらいのシートにして、1 分半ずつ子どもたちがペアを組んでや
るようにしています。子どもたちだけだと、もうそのうち、「やればいいよ。ともかくチェ
ックをたくさんつければいいんだよ。」というような機械的作業になってしまうので、ネイ
ティブスピーカーが、今日 1 番の児童とやったら次は 2 番の児童、次は 3 番の児童。とい
うふうにして、個々の児童とじっくり関わる機会がとれるようにしております。その例を
ご覧下さい。（動画）ここから分かるように、必ず空欄があって、 Blue is my favorite color.
でしたら blue が空欄になっています。先生も自分の好きな色を入れて会話します。 I m 
talking. のところも talking が空欄になっていて、何をしているか実際の場面に即した文で
やり取りします。実際にあった噛み合わない会話の例を挙げると、 Kawasaki Frontale （川





男の子が抱えているのが fish か turtle かわからないと。そこで、女子児童が「先生、この
fish は turtle？」と言ったのですが、ネイティブの先生には伝わらず、男子児童がそれを見
て、 Does he have a turtle? Does he have a fish? と聞いて、 No no. It s a turtle!  とネイ
ティブ教師が答えると、「え、先生うそや」と、ここから先は英語で言えないので日本語で
押し切っているという場面です。
このスライドは、読み書きの場面です。左の 2 名の児童（写真）は I want a    という
文型を練習して答え合わせをしています。右の児童（写真）は四角の中に絵を描いて吹き
だしをつけて、その絵の中の子が何と言っているのか。 What do you want?  だったら I 











私は思っております。左側（写真）が、2 年に 1 回、オーストラリアの児童がこちらに来ま
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9
も一緒に誘ってあげたいと思って、「ドッジボールやる？」と言ったら通じないことが分か









も書いてもらいました。その時に、CEFR の Can-do リストがやる気になると書いた子ども






来る」、「どれくらい出来るかわかる」という Can-do と同時に、逆に Can t-do、つまり「出
来ないことがわかる」という回答、「親に聞いてもらうから」というものもありました。中
























どもたちは、教科書にワークブックに予復習ノートに Talking Sheet に Can-do リストと、
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